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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｊ   1/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｃ   1/675    (2006.01)
   Ｇ０１Ｊ   1/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｊ   1/02    　　　Ｇ
   Ｇ０３Ｃ   1/675   　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｊ   1/50    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｇ０１Ｔ   1/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーフィルム、紙、およびアルミニウム箔からなる群から選択された基材であって
、感光性層でコーティングされた基材を含む、ＵＶ光源、プラズマ発生器、または電子線
から放出された放射線の測定のための線量インジケータフィルムであって、前記感光性層
が、
（ａ）
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【化１】

からなる群から選択された酸反応性着色剤と、
（ｂ）光潜在性酸としての少なくとも１種のスルホニルオキシムエステル化合物または－
Ｎ－Ｏ－スルホニル化合物と、
を含むことを特徴とする線量インジケータフィルム。
【請求項２】
　前記フィルム上の感光性層が、保護用被覆箔で被覆され、場合により、前記線量インジ
ケータフィルムの放射線感受性層中に、乳白剤、とりわけ酸化鉄が加えられる、請求項１
に記載の線量インジケータフィルム。
【請求項３】
　感光性層が、前記光潜在性酸（ｂ）として、式ＩＩａ、ＩＩｂ、ＩＩｃ、ＩＩｄ、また
はＩＩｅ

【化２】

［式中、
Ｒ２０は、
【化３】

、（ＣＯ）Ｏ－Ｃ１～Ｃ２０アルキル、ＣＮ、またはＣ１～Ｃ２０ハロアルキルであり、
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Ｒ２１は、Ｒ２０に対して示した定義のうちの１つを有する、または
【化４】

、フェニル、１つまたは複数のＣ１～Ｃ１０アルキルもしくはＣ１～Ｃ１０アルコキシで
置換されたフェニルであり、あるいはＲ２１は、

【化５】

であり、
Ｒ２２は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ１～Ｃ２０ハロアルキル、カンホリル、フェニル－
Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ３０シクロアルキル、フェニル、ナフチル、アントリル、
またはフェナントリルであり、前記シクロアルキル基、フェニル基、ナフチル基、アント
ラシル基、およびフェナントリル基は、置換されていないか、あるいは１つまたは複数の
ハロゲン、Ｃ１～Ｃ１２ハロアルキル、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、フェニル
、Ｃ１～Ｃ１２アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、フェノキシ、Ｃ１～Ｃ１２アル
キル－Ｏ（ＣＯ）－、Ｃ１～Ｃ１２アルキル－（ＣＯ）Ｏ－、Ｒ２４ＯＳＯ２－、および
／または－ＮＲ２５Ｒ２６で置換されており、
ｕは、０または１であり、
ｖは、２～６の整数、好ましくは３であり、
Ｒ２３は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、シクロペンチル、シクロヘキシル、カンホリル、非置
換フェニル、あるいは１つまたは複数のハロゲン、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ２７、Ｓ
Ｒ２７、またはＮＲ２５Ｒ２６で置換されたフェニルであり、
Ｒ２４は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、フェニル、またはＣ１～Ｃ２０アルキルで置換
されたフェニルであり、
Ｒ２５およびＲ２６は、それぞれ互いに独立して、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ２～
Ｃ１２ヒドロキシアルキルであり、あるいはＲ２５およびＲ２６は、それらが結合してい
るＮ原子と一緒に、場合により１つまたは複数のＯまたはＮＲ２８を含有する５もしくは
６員環を形成し、
Ｒ２７は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、フェニル、フェニル－Ｃ１～Ｃ６アルキル、またはＣ

２～Ｃ１２ヒドロキシアルキルであり、
Ｒ２８は、水素、フェニル、フェニル－Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、ま
たはＣ２～Ｃ１２ヒドロキシアルキルである］
の化合物を含む請求項１または２に記載の線量インジケータフィルム。
【請求項４】
　前記光潜在性酸（ｂ）が、
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【化６】

からなる群から選択された化合物である、請求項１から３までのいずれか１項に記載の線
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量インジケータフィルム。
【請求項５】
　ＵＶ光源、プラズマ発生器、または電子線によって放出された放射線の測定のための線
量インジケータインクであって、
（ａ）
【化７】

からなる群から選択された酸反応性着色剤と、
（ｂ）光潜在性酸としての少なくとも１種のスルホニルオキシムエステル化合物または－
Ｎ－Ｏ－スルホニル化合物と、
（ｃ）重合可能なエチレン性不飽和成分と、
（ｄ）モノアシルホスフィンオキシド型またはビスアシルホスフィンオキシド型のラジカ
ル光開始剤とα－ヒドロキシケトン型のラジカル光開始剤との組み合わせ、とりわけ２，
４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニルホスフィンオキシドと２－ヒドロキシ－１－
｛４－［４－（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル）－ベンジル］－フェニル｝
－２－メチル－プロパン－１－オンとの組み合わせと、
を含む線量インジケータインク。
【請求項６】
　ＵＶ光源、プラズマ発生器、または電子線によって放出された放射線の測定のための線
量インジケータインクであって、
（ａ）
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【化８】

からなる群から選択された酸反応性着色剤と、
（ｂ）光潜在性酸としての少なくとも１種のスルホニルオキシムエステル化合物または－
Ｎ－Ｏ－スルホニル化合物と、
（ｉ）乾燥フィルムをもたらす、溶剤型もしくは水性もしくは無溶剤型液体インク、また
は溶剤型もしくは水性もしくは無溶剤型液体接着剤、またはホットメルト接着剤と、
を含む線量インジケータインク。
【請求項７】
　前記酸反応性着色剤（ａ）が、濃度０．１％～２０％で含まれる、請求項１から４まで
のいずれか１項に記載の線量インジケータフィルム、または請求項５または６に記載の線
量インジケータインク。
【請求項８】
　前記光潜在性酸（ｂ）が、濃度０．１％～２０％で含まれる、請求項１から４までのい
ずれか１項に記載の線量インジケータフィルム、または請求項５または６に記載の線量イ
ンジケータインク。
【請求項９】
　視覚的にまたは比色測定により、照射されたフィルムの色強度を測定して、照射されて
いないフィルムから照射されたフィルムへの色変化から、放射線線量との正の相関を示す
ことによって、請求項１から４までのいずれか１項に記載の線量インジケータフィルムに
吸収された放射線線量を測定する方法であって、前記フィルムが、請求項１から４までの
いずれか１項に定義される感光性層を含むことを特徴とする方法。
【請求項１０】
　視覚的にまたは比色測定により、照射されたインクの色強度を測定して、照射されてい
ない線量インジケータインクから照射されたインクへの色変化から、放射線線量との正の
相関を示すことによって、請求項５または６に記載の線量インジケータインクに吸収され
た放射線線量を測定する方法であって、前記インクが、請求項５に定義される成分（ａ）
、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）、または請求項６に定義される成分（ａ）、（ｂ）および
（ｉ）を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　基材に吸収された放射線線量の測定のための、請求項１から４までのいずれか１項に定
義される線量インジケータフィルム、または請求項５または６に定義される線量インジケ
ータインクの使用。
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